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５月１日、中之島公園剣先広場に
て第95回中之島メーデーが開催され
ました。当日は小雨が降り肌寒い天候
ではありましたが、「戦争やめろ！物
価高を打ち破る賃上げを！」をスロー
ガンに支部１４８名を含め４００名が
参加されました。
集会の冒頭、わたくし、本年度の事

務局（主催団体）である全港湾大阪支
部を代表して小林より、

①「春闘」―― 大手企業のみの満
額回答、官製春闘に頼ることなく闘う。
②「労働組合弾圧」―― 関生支部

弾圧は、未だ対岸の火事と捉えている
最大労組連合にも影響が出る。
③「市民弾圧」―― 北海道での首

相遊説ヤジ排除、8.6広島集会での不
当逮捕・拘留弾圧が戦争する国作りへ
繋がる。
④「労働組合の弱体化」―― 抗議・

デモ・ストライキをやらない事が労働
組合の権利を失い弱体していく。
以上①～④の提起をしました。
その後、各団体挨拶、政党・議員挨

拶を経て闘争・争議報告があり、支部
からは大和運輸分会、梅南鋼材分会、
大阪メトロ分会より決意を込めた報告
がありました。終了後は、梅田HEP前
まで声高らかにデモ行進を行い、道行
く市民にアピールをしました。

第 3 8 3 号 2 0 2 4 年 5 月 3 0 日

発 行
大 阪 市 港 区 築 港 １ － ー
全 日 本 港 湾 労 働 組 合 関 西 地 方 大 阪 支 部
発 行 責 任 者 國 分 仁 昭

4

扇町公園に５千人が参加

５月３日、扇町公園にて「輝け！
憲法 平和といのちと人権を」お
おさか総がかり集会に、５０００
名が参加し開催された。
オープニングはＭＡＳＡさんな

どライブで盛り上げ、丹羽徹氏
（大阪憲法会議・共同センター）
から開会あいさつがあり、メイン
スピーチとして２００３年からＮ
ＧＯ「ピースボート」に加わり、
共同代表している川崎哲さんから
「終わりの見えない戦争、平和を
どう創りだすのか」として５点の
ポイントとして分析した内容を話
された。
１点目は軍事力は競争を生み、

軍拡競争になる。２点目は軍拡が

奪う資源と機会の問題で、世界で
２.５兆ドルの軍事費が費やされ
ており、その４分の1はアジア太
平洋地域であり、犠牲になってい
るのは私たちの生活。３点目は抑
止力の強化、この抑止力というも
のが、本当に国際法上問題ないの
かと違法性はないのかということ
をきちっと問わなければいけない。
４点目に軍事というものは人権

や民主主義と相容れないものであ
る。
最後に、「軍事力は何ら問題を

解決しないということ。戦争で何
か解決したことがあったでしょう
か。例えばイラクやアフガニスタ
ンで、アメリカは20年間テロ戦
争というものをやって、最終的に
両国から引き上げて両国は未だに
混乱の中にあります。私たち１人

ひとりが平和の大切さというその
話題を声に出してください。声に
出すことで必ず響く人がいます」
と訴えた。集会終了後、２コース
に分かれてデモ。わたしたち労組
関係は中崎町コースで市民に平和
と憲法を守ろうと声を挙げ、デモ
を貫徹した。 （メインスピー
チ全文はQRコードから参照）

（副委員長 陣内恒治）
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５月12日(日)、いくのパーク
にて「ピースフェスタinおおさか
２０２４」が小雨模様の中でした
が、総勢約７００名もの参加で賑
わいました。
半年前から労働組合や市民団体

で実行委員会を形成し、議論を重
ね、歌や踊りを通じて平和を願う
イベントで、今年で２回目の開催
となりました。計９組のライブス
テージと合わせて、20を超える
模擬店や様々な展示を行いました。
私たち全港湾は「平和なくして

労働運動なし」という精神のもと、
日々の運動を展開しています。
日本では、沖縄基地問題に始ま

り、空港・港湾施設の兵站基地問

題、台湾有事や朝鮮半島ミサイル
攻撃で恐怖を煽り、軍拡化に向か
う現政府の方針に、断固として反
対の声をあげなくてはなりません。

国内のみならず近年世界では、
２年前のロシア軍のウクライナ侵
攻が始まり、現在でも解決しては
いません。また、現在イスラエル
軍のガザ地区侵攻により多くの人

の命が奪われています。
世界中の一般市民は例外なく平

和を願っているに違いありません。
私たち１人ひとりの声や力は弱

いですが、労働組合という組織力
があります。これまでの平和運動
を継承しつつ、新しい取り組みに
よって一般の人たちや後の世代に
も共有してもらうべく、さらなる
行動によって世界平和の一端を担
う運動を続けていきましょう。

（書記次長 横山 貴安基）
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19日早朝便で関西空港を離陸、那
覇空港に10時ごろに着陸、到着後マ
イクロバスに乗り換え、まず波上宮
（なみのうえぐう）に向かいました。

波上宮は那覇港と那覇泊港の間に在
り、海岸沿いの断崖上に立つ琉球八社
の一つで熊野三所権現を祀り、琉球王
朝時代から海上交通の安全・豊漁・豊
穣などの信仰を集め、篤い尊祟を受け
てきたと、また市民からは「なんみん
さん」の名でも親しまれていますと説
明がありました。
お参りしたあと移動し、「道の駅か

でな」で昼食を終わらせて、エレベー
ターに乗り、２階に上がると嘉手納基
地が一望とはいかないまでも、米軍戦
闘機の離陸や米軍ヘリコプターがホバ
リングしているのが見えました。離陸
の音がかなりの騒音で、道の駅に騒音
測定器があるのにびっくりしました。
その後、辺野古テント・ゲート前に

移動し、元全港湾建設支部の宮崎さん
から現在の状況と「座り込み抗議３５
７５日となり、7月で10年となります」
と説明がありました。また、「３月1
1日から土砂運搬のゲートが変更され、
埋め立て予定地に隣接するキャンプシュ
ワブの国道沿いにある専用ゲートを閉
鎖し、およそ７００ｍ北方向に移動し
て、工事車両出入口として使い始めた」
とのことでした。
説明を受けたのち、テント・ゲート

前から新しいゲートまで徒歩で移動す

ると、機動隊と警察官・ガードマン約
30名がゲートをふさぐように一列に
並んで立っていました。現地の座り込
みの方々も搬入のダンプカーを阻止す
るためにがんばっておられ、頭が下が
る思いでした。港合同中村委員長が現
地のかたに激励を送り、現地を後にし
てホテルに向かい１日目はおわりまし
た。
2日目は、朝一に琉球セメント所有

の安和桟橋（土砂搬出反対行動現場）・
塩川港を見学、沖合いには土砂運搬船
（ガット船）が10隻以上、停泊して
いました。その後、本部港からフェリー
に乗り、約30分でかつて戦地になっ
た伊江島に到着すると、ガイドの大畑
さんが待っておられました。大畑さん
から伊江島の説明があり、移動しなが
ら事細かく教えていただきました。戦
時中、東洋一と言われた陸軍飛行場が
建設され、守備隊が配備されていたた
め、米軍の主要な攻撃目標とされた。
伊江島は1945年4月16～21日にわ

たる「伊江島の戦い」で、一般住民約
1,500人を含む4,700人余が犠牲とな
りました。
次に、戦時中、防空壕として多くの

人を収容した「ニャティヤ洞(千人ガ
マ)」を見学しました。ガマの中には
「力石」があり、子宝に恵まれない女
性が持ち上げると願いがかなうという
言い伝えがあるそうです。重く感じた
ら男の子、軽く感じたら女の子と説明
があり、訪問団の中から女性が持ち上
げ、軽いと感じたとのことでした。
ガマを後にし、盛んに栽培されてい

るタバコ畑を抜けると、平和活動家で
ある阿波根昌鴻(あはごんしょうこう)
さんが主となり、戦後、土地返還闘争、
非暴力の抵抗運動の拠点として建てら
れた「団結道場」へ着きました。
建物の中には入れませんでしたが、

阿波根さんは『殺し合いでなく助け合
う人間、奪い合いでなく譲り合う人間、
瞞(だま)し合いではなく教え合う人間、
そういう人間が平和を作る』と語って
いたと説明があり、「沖縄のガンジー」
と呼ばれる阿波根さんに頭がさがる思
いでした。
続いて、伊江島のシンボルでもある、

城山(ぐすくやま)展望台に上り、階段
292段が急でしたが、諦めずに登り切
りました。頂上からは伊江島が３６０
度一望でき、本当に綺麗な島で、とて
もこの島が戦場だったとは思えないほ
どの美しい島でした。

城山を下山し、次に「ヌチドゥタカ
ラの家」に移動しました。ここは、阿
波根昌鴻さんが自宅の敷地内に開設し
た私設の資料館です。阿波根さんは、
沖縄戦における伊江島での戦闘やその
後の米軍による土地の強制収用や沖縄
戦時に着ていた衣服や持ち物、米軍が
訓練中に落とした原爆の模型弾や薬莢、
パラシュートなどの貴重な資料を収集
し、展示しており、それらを間近で見
ることで伊江島における抵抗運動の経
過を詳細に知ることができました。そ
の後、「にしんすに」というお店で、
昼食を取りました。ガイドの大畑さん
に「伊江島の歴史を教えていただきあ
りがとうございました」とお礼を伝え、
別れました。
復路フェリーに乗り込み、伊江島を

離れました。本部港に到着し、ホテル
に向かい２日目が終了しました。
最終日はひめゆりの塔・平和祈念資

４月19日(金)から２泊３日で、南大阪平和人権連帯会議から「沖
縄現地学習訪問団」として、総勢23名で参加してきました。

平和に解決することの重要性を感じた

執行部 竹山 保彦
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料館を見学してきました。ひめゆりの
塔は１９４５年に沖縄戦で亡くなった
沖縄師範学校女子部・沖縄県立第一高
等女子校のための慰霊碑です。
資料館には、当時の戦時中の写真や

制服など展示してありました。
学校の生徒２１１名と教師16名・

計２２７名が沖縄戦で命を落としたと
の説明書きがありました。15～19歳
の女子学生（ひめゆり学徒隊）の死を
無駄にしないよう戦没者を慰霊・追悼
してきました。

私にとって今回の沖縄現地学習会に
参加することは大変勉強になりました。
現在も世界で未だに戦争（紛争）が

絶えませんが、戦争は大切な家族やあ
たり前に感じていた日常さえも奪う残
酷なものです。大切な人を亡くした悲
しみは計り知れません。悲しみしか生
み出さない戦争などあってならないと
今回参加して感じました。世界で唯一
の被爆国として２度と戦争を起こさせ
ないと訴え、平和に解決する方法を考
えなければならないと思います。

沖縄に⾏ったのは学⽣の時の修学旅
⾏以来で、とても楽しみでした。
１⽇⽬は到着後、波上宮に⾏き、辺

野古新基地建設現場に⾏きました。
現地では名護市辺野古新基地建設に

反対する沖縄県⺠がキャンプ・シュワ
ブのゲート前で⾏っている座り込み⾏
動に対して政府は24時間の監視体制
を敷くとともに、強制的にテント撤去
を求めるなど、道路管理者として過剰・
異常としか⾔いようがない対策を⾏っ
ています。このため沖縄県⺠は政府に
対し、強い不信感と憤りを募らせてい
ました。それでも建設反対に毎⽇頑張っ
ていました。⼣⾷の席でも、店の経営
者も反対運動をしている⼈たちで、い

ろいろな話をしました。
２⽇⽬は、塩川で⼟砂搬出反対⾏動

現場を⾒てから伊江島に⾏きました。
わびあいの⾥の反戦平和資料館には

⽀援の寄せ書き・書籍・⽶軍が訓練中

に落とした原爆の摸擬弾や薬莢・落下
傘・有刺鉄線、そして歴史的瞬間を収
めた写真が展⽰されていました。
３⽇⽬は、ひめゆりの塔資料館へ⾏

きました。ひめゆり学徒隊の最期の地
とされている伊原第三外科壕の上にた
てられた⽯碑がありました。
ひめゆり学徒隊とは看護要員として

南⾵原にある沖縄陸軍病院に配属され
た⾼等⼥学校の⽣徒と２名の引率教師
のことです。戦争中は寝る間も惜しみ
働き続けました。
６⽉18⽇の突然の解散命令後、避

難していた伊原第三外科壕が⽶軍のガ
ス攻撃を受け多くの命が失われ、中に
は⾃らの命を絶った学⽣もいたとのこ
とで、亡くなったひめゆり学徒隊の霊
を祀るため1964年にこの慰霊碑が建
てられました。
何十年も前の歴史を⽬の当たりにし

て、当時のことを思うと悲しみでいっ
ぱいになりました。２度とこのような
戦争を繰り返さぬよう、各自ができる
ことを考え⾏動すべきだと思いました。

戦争は２度と繰り返してはいけない

執行部 牛神 誠

昌一金属支部は、全国金属機械労
働組合港合同に属する支部で、全港
湾大阪支部とは50年以上に渡り、
地域共闘をはじめ交流を重ねてきま
した。昨年末、突然の民事再生手続
きを通告され、そして長年に渡る粉
飾決算の実態を知ることになりまし
た。
そして、サポート企業として名乗

りを挙げた那須電機鉄工株式会社は
昌一金属支部の執行部４名だけに、
組合幹部という理由で、継続雇用を
おこなわないと通知してきました。

組合は、那須電機に団体交渉の申入
れを再三おこなっていますが、拒否
し続けています。
私たちは、大阪にある那須電機鉄

工の工場や関係各所に対し、差別的
取扱いを止めるよう連日抗議行動を
おこなっています。しかし、那須電
機は頑なに団交拒否を続けています。
そして４月21日、東京本社の社

長に対し、抗議行動をおこないまし
た。大阪支部からは執行部３名が参
加し、総勢１００名を超える全国の
仲間が結集しました。

現在も団交拒否を続けていますが、
５月１日に予定していた事業譲渡は
組合との問題が解決していないこと
を理由に１カ月延期しました。この
ことからも会社が組合を嫌悪し、排
除したがっていることは明確です。
これは単なる差別ではなく人権侵害
です。私たちは断固抗議し、職場復
帰を果たすまで団結してたたかいま
す。

（執行部 佐久原智彦）
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